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コ　ペノレ ニクの小誌（2）
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山本一清1∬ei】lanza’noto・

　老12・かうした彼れ自身の襯測結果を座右にして，コペルニクは杢く新しV・天

膿蓮行論を設定したのであるが，しかし，彼は，論の出獲黒占としては，やはり

Fレミの著書を用ひ，從って可なり多くの数値をトレミから採用してみるので

あって，只，問題として疑はしい黒占に來た時のみ，彼れ自身の菅平結果を用ひ

た．又，軌道要素の決定方法としては，トレミと同様な手法で，三回の下野か

ら離心圓を算定し，遠地窯の位置を究め，叉，圓の中心と地球との距離を定め

るといふことにした．しかし，トレミとコペルiクとの似てみるのは要するに

かうした形式だけのことであって，その内容に於いては根本的な相違があるの

であった。“太陽は宇宙の中心にあります．この最も華麗な宇宙聖堂に於いて，

燈火を下れ以上良い場所に誰も置くことは出來ますまい！軍に之を光と言ふだ

けでは適當でないとすれば，之は宇宙の大畠紳か，支配者と名づけて宜いでせ

う．或は之は眼に見ゆる紳，叉はゾフaクレiスのエレクトラは萬物を見るも

のと呼びませう．かやうに，太陽は，

あたかも，王座に居るものの如く，周

園をかこむ星kの大家族を支配してゐ

ます”かうした言葉を以って，コ・ぐル

ニクは，太陽の尊V、使命を論じ，當時

の知識を傾けて我が地球に封ずる太陽

の影響や，大きさ，光輝等を論いてる

る。又，コペルニクの説によれば，地

球は月を同絆し，この繭者は共に天髄

として圓形運動をやってみるのであっ

て，例へば火の申，室氣の中で地球の

コペノレニ1クの宇宙圖
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諸元素が上室へ直進し，叉，地上や水中に於いて詰物が下方へ直進するのが自

然であるやうに，これ等が天燈として均齊な圓形運動をするのは二二のことと

してみる．若しも此の運動が均齊等速でなければ，それは，原動力に二化があ

るか，叉は運動してみる物艦の何等がの運動の攣化によるものでなければなら

ぬが，そんなことは不合理であると言ふ．

　老13・地球が丸い形であるとの議論については，ギリシャの頃から，二者間に

は一鷹知られてみることであるが，俗間には爾深刻な疑問があった．況んや，

tの地球t19一一・日（24時間）で一回韓すると言ふコペルニクの新論は1盆々深く

多くの人々に疑問を起させた．そこで，コペルニクは，二物が引力によって地球

の中心に集中する性質を有ってみるこ

と，從って，大宇宙を運行してみる天

艦がすべて球形であるのは自然の理で

あることをi溌V・た．

　馨14・又，宇宙は球形の天を以って取

珍まかれ，その天の距離は，地球と太

陽との距離に比して全く想像以上の遠

さであることをコ爬ルニクは説V・た．

術，中央の太陽を中心どして，水星，

金星，室氣に包まれた地球と，その同

件者たる月，火星，木星，土星の七星

が公言してみると論V・た．

　　　　トレミの宇宙圖

　　／宅ニミ＼

　　　　Nl■ti一：づク〆

　宇宙の中心が地球でなくて，太陽であるやうに改められたので，コペルニク

の新説では，かの順行や，逆行や，停留の如き，諸遊星の不規則蓮動とV、ふも

のが除き去られた．

　老15・地球は太陽のまはりを，離心圓の軌道に滑って巡る．之と同時に，地球

は24時聞を以って自韓をしてみるのだが，この自三軸が一定引攣の方向を向い

てみるといふ二藍は，トレミの古論では困難な問題ではなかったが，コペルニク

の新説では特別な忌明を要する．コペルニクは，之について，地軸は一Aケ年間に

東から西へ圓錐形を書くと読き，尚，この運動が一年後に正しく元の黙に齢っ

て來ないのだとV・ふ理由で，歳差の読明をした．かうした問題を解いたに拘ら

す，コペルニクは，古代ギリシャやアラビヤの天：文家たちの襯測結果を非常に

深く信用してみたがために，歳差運動や黄道傾斜の攣動に時’々三二があること

を認めざるを得ないこととなり，討って，之を解論ずる必要上，．秤動と呼ぶ振

子蓮動が二種類あって，互ひに直角の方向に起ると老へた．これによって，地

球ば，三つの主要動と，二つの副蓮動とを有ってみると論いたのだが，之はコ
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ペルニクの論敵の眼から見ると，大飲黙であった

　壱16・地球の日二二榑が，…定の範園内に定まってみることの論明は：：甚だ困難

であったが，コペルニクの読明によれば，地球は雲や室氣などの如き近距離の

ものと共に自肥してみるが、むしろ月にまで引くほどの遠V・部分は，自韓に件

はすに，静止してみて，それが彗星となるのだといふ見解であった。昔から，

彗星は，三二でなくて，虹や爺などの如き室中の現象であると老へられてるた

のだから，かうした言明も，二時としては無理の無いことであったのである．

　暑17・術，地球の三二につV・ても，やはり，昔のギリシャやアラビヤの天文聖者

の遺した二三結果をむやみに信用したがため，學読は不必要な程度にまで複雑
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歳差の説明圏

レミの論よりも遙かに簡箪であった．何となれば，

廻薄圓の蓮動をしてみると考へて，

は1と1％との割り合ぴに襲化するとした，

との比例になってみると考へたのであった．

　壱19・他のいろ々kな遊星の三二を読く場合に，コ・ぐルニクは，地球の公韓と

いふことによって，昔から最も・大きい不規則運動と思はれてるた蔀分を取り除

いて了つた．そして，残りの不規則性は，ヨ・レミと全く同様な筆法で取り扱っ

た．この場合には，トレミの時代とコペルニクの時代とに於ける遠地黙の位置

を比べて見て，この遠地黒占の距離が（遠日黙ではなく），火星と木星と土星とに

ついては逆行D時に行はれるよりも，もっと旧きV・と確信した．遊星の黄緯の

出動を考へる場合には，コペルニクは1一レミの所読を重んじ，殊にコペルニク

自身の観測が設けてみる場合に，それは著しかった．只，との解論の場合に，

トレミとコペルニクとの本質的な相違は，トレミでは，昇降線が地球の二心を

通ってみると老へたのに，コペルニクでは，昇降線が只概略に地球の中心を通

ってみると考へたといふ瓢にある．

　曇20・コペルニクは，其の自著をものするに至った動機について，次ぎの如く

序文中に語ってみる（天界230號参照）：“この，人間的といふよりも，むしろ

紳聖なる天文學は，最も高尚な心象を研究するものであると共に，．その研究上

となった．畠ljち，太陽を中心として，そのまはりを

昔の遠地黙といふ貼に相當して，一つの層形の中心

が，53000年の週期で巡ってみると考へ，更に此の

圓の上に地球の圓形軌道の中心が，週期3434年を以

って，1 tの方向へ巡ってみると考へた．此等の蓮動

といふのは，皆，太陽に回して言ふのでなくて，地球

の圓形軌道の中心に惜して言ふのであった．（左圖）

　都8・月の三二につV・ては，コペルニクの論は，ト

　　　　　　　　　　　コペルニクは，月が二重の

　　　　そのため，地球と月との距離の最近と最遠

　　　　　　　　トレミは此の距離の攣化が1と2
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には，回る種の困難を遜ける～二とは出訴ませぬ．殊に，この弓術の研究者は，

その原理や想定に於いて，かのギリシャ人たちが「高論」と呼んだものについ

て，多少の一致を歓き，計算上にも合敏しなV・場合が少くありませぬ．伺叉，

星の運行や，諸遊星の二二：だって，皆それぞれ時日と三連し，先づ多くの實地

槻察が行はれ，それ等が三女に後の時代へ，人の手から手へ傳へられ，途に確

實な数値に表はされて，完全な學術の形式となるのです．昔，アレキサンドリ

ヤの、クラウディオ・トvミは，實に驚くべ

き熟練と叡智とを以って，他に秀でた偉傑

でありましたが，四百飴年にわたる先入の

観測結果を利用して，天文學を最高の完成

にまで導き，もはや此れ以上，何ものも越

す所無しとさへ思はれる域に達したのでし

た．しかし，それでも，現代の吾人から之

を見ますと，彼れトレミの全く知らなかっ

た新触覚が行はれたがために，今は彼れの

無論に合はないものが多くあります．この

故に，かのプル｝タ1クは，太陽暦のこと

を論じた際に，

とがあります．

　　　　廻韓圓の説

　Aは封心Bは申心Cは中心
　Eは地球Mは月
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　　　　　　　「今や，星㊧蓮行弼歎仁心者の智力に打ち克つた」と言ったこ

　　　　　　　この「一年」の例について言へば，昔と今とで如何に甚だしく

：吾人の襯念が攣って來たかと言ふtとは，既に多くの人々が，確實な計算の可

能か否かを疑ふほどにまでなってみると，私は思ぴます．これは叉，他の天馬

についても同様であります”云々．

　馨21．何と言っても，千五百餓年間の學界の支配者であったトレミの紅顔に回

して公然と最初の異論を墨げたのはコペルnクであったが，彼の論の主眼黒占は

要するに下の4つであったと言ひ得る．崩ち，

　（1）宇宙は球形であること．

　（2）地球も球形であること．

　（3）天艦の運行は，すべて一一一定の週期を有ってみる故に，何れも均齊等速の

　　　圓運動であること．

　（4）地球の自賠によって，天艦の日週濡話を説明し，其の公韓と他の遊星の

　　　公轄との組み合はせによって，諸遊星のあらゆる不規則運行を論き，樹

　　　地軸の帰島形動揺によって歳差を解論ずること．

二って，（4）はアリストテレス流の相甥論を巧みに癒旨して，天艦のみの運動

の代りに地球の運動といふ襯念を利用したものであって，特に，歳差のために

は，アラビヤ天文學以來のトレビダシヨン論をコペルニクが信じてみた～二とは
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明らかである．そして，叉，〈3）に述べた甲形運動については，ヒノぐルコス・

トvミ流の離心論（Eccentrik）は採用したけれど，樹心（Aequant）の存在を

認めなかったことは，コペルニクの説の一一一つの特微であった．

　822・かやうにして，コペルニクの論と，トレミの説と比べて見ると，いろい

ろの平滑があることは明瞭であるが，．當時の専門卜者に訴へる主眼黒占は，軍に

計算上の便宜からではあるが，1・レミよりも遙かに少数の圓運動の組み合はせ

によって，天艦の諸運行を遺憾なく解論レてるることであった．今，．比較のた

め，エウドクソス以來の丁丁者の説によって，各遊星の圓運動の藪を表示して

見ると，下の如くなる。
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　暑23．コペルニクの新論の最初は，地球と金星と水星の挙行を周くために試み

たものであったが，間もなく之は木星，土星，火星にも擾張した。それは火星の

光輝の糊しい攣動が此の説によって自明の理と知れたからであった．そして，

1525年から此の論の大略を執筆し始め，最初は8毬にまとめる豫定であったの

を，7巻に改め，更に6巻として1530年頃に完成したのだった．しかし，其れ

を公表するについては省ほ躊躇してみたが，友人や弟子たちの切なる奨めによ

って，止むなく，彼は註糧書（“Commentariolus　de　Hypothes量bus．Motuum

Coelestium”）と名づけた一書として，手書のまs之を1532年に爽表した．こ

のコンメンタリオ1ルスは，友人間に色んな謄爲本として流布されたけれど，

永V・間一般世間に知られす，叉，後年テ＝コ・ブラ1へが回れを批評した文が，

其の著Progymnasmataにあるが，それも世に知られなかった．叉，ライネ

ル・ゲンマ・ブリジウス（Rainer　Gemma－Frisius；1508－1555年）がグンティ

スコスへNarratio　Primaに．つV・て手紙を書いたことも，世に知られなかっ

た．すっと後になって，クルツェ（Maximilian　Curtze）が，此のコンメンタ

リオ1ルスの初物を襖國のギiンの寸書館で智見し，1878年に，コペルニク會

の報告書中に獲表して，始めて藪に世に響けに知れ渡ったものである．

　コンメンタリオ1．ルスの手書は，直ぐギドマンステッタ（Johann　Albrecht

Widmanstedter）がロマ法王クレメンス第七世（Clemens　VII，在位1523～

1534年差に新読として講論し，法王はギドvンステッタに其の螢を携って，ギ

リシャ文の感歌を交付した・（此の感状は今伺，ミ；ンヘンの圓書館に保存され

てある．）伺，法王はシ。ンベルグ僧正（Kardinal　Sch6nberg）を通じて，此の
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新読の全文を公表するやうにすxめた．しかしコペルニクは此の書の全部を公

表することを躊躇した．彼は術も長い年月にわたって研究と著述とを績け，丁

度その頃ケニグスベルヒのレギオモンタヌズ（本名はヨ1ハン・ミ＝LラJohann

MUIIer）の三角術の書が獲刊されたので，其れを基礎として三角法による論論

を補剛し，不必要な部分や，正当でない部分を訂正した．かうした訂正によっ

て，彼は，あらゆる不確實を嫌ふ天文學者の偉大性を獲揮した．例へば，金星

の離心軌道の遠地黒占がトレミの時から弱く攣更されすにあった鮎を改め，野咲

測によってこの黙をIOtばかり増加した．しかしなが．ら，レティクスの言によれ

ば，彼は此の10tよりも大きいのが眞らしV・と信じたので，此の1G’の差異に

よって彫り行き過ぎた論結を下すについては疑問を抱いたといふ．

　を24・トレミ野臥の學者は，皆，遊星の運行を“廻博圓論”で論いてるた．この

廻轄圓説といふのは，不動圓（Defe箆nt）といふ山形軌道の上を廻韓圓（Epi．

zyclus）と呼ぶ圓の中心が運動して行くと考へるのであって，五遊星につV・て

は，下の如き週期になってみた、
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　　365日

　　365日
　　365．日

　225日
　　88日

ところが，コペルニクは，アリストテレス流の相封論を利用し，上記の各遊星

の還動形式を老へ直して，三つの外遊星の廻韓圓上の運動と，二つの内遊星の

不動母上の運動を，皆一一括して，地球の公縛によるものとしたのである．溺れ

は今日の吾々から見ると，何でもないことであって，既にコペルニク以前に，

かうい庭・風の考へに直すための立派な御膳立ては出來てるたわけなのだが，“地

球は学宙の中心trc一．．定不動のもの”といふ堅い傳統に捕へられてるた人々にし

て見れば，今一歩の飛躍とV・ふことが全く出來なかったのである．それをコペ

ルニクがやってのけたのであって，所謂“コペル＝ク式の薄回”といふことは

此の難にあるのである．

　不動圓や廻韓圓の大きさについても，昔から可なり正しいものが知られてみ

たのであって，コペルニクは，

　　　　　　　　　　　　不動圓の牛裡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝遊星から太陽までのZF均距離　　　外遊星については：
　　　　　　　　　　　　廻顎口の牟径

　　　内報・つい・は喋講器曙一磁星・駄陽・での物心

とレて計算した．（つづ⇔


